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新型コロナウイルス

感染症をめぐる 

行政の対応について

市民的論点

概　要

１　新型コロナウイルス感染症に関する行政の対応について、新たな論点は見

られず、経済や生活に関する論点が顕著に。 

２　ワクチン政策、感染者対応を核とする基本的な政策については、おおむね

ポジティブに評価。 

３　ワクチンについては、接種の必要性に関する疑問と、接種しない人々への

説明などの論点が継続。 

４　マスクの着用について、依然として義務化を求める意見が存在。 

５　新型コロナウイルス感染症に関する特徴的な疑問点は見られず、ワクチン

の効果、マスクを着用する場面、GoToトラベルの是非といった従来の論点が反

復。
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スケッチ・ダイアログ

市民の対話を通じて

問題を素描し、 

問題解決に役立つ 

参照情報を生み出す
趣　旨

・2022年10月29日土曜日、新型コロナウイルス感染症をめぐる行政の対応について、

市民的論点を素描するため、公募により参加した市民によるオンライン対話を実施し

た。 

・これまでの市民対話は、一般論として次のような点に困難が認められ、政策過程で

利用することが難しかった。 

　▼　政策に反映できるタイミングで結果を得られるスピード感 

　▼　目的、手法、解釈の明確さと、参照情報としての正当性、利便性 

　▼　実施コストなど 

・本レポートに掲載した対話は、内容としても、タイミングとしても、政策過程で利用

可能な参照情報を生み出すために、スピードと精度、実施コストに配慮してデザインし

た。 

・本レポートで用いた手法は、質問紙によるアンケート調査のような定量性はない

が、互いの考えや思いを共有し、自ら立てた問いについて調査を行うことで、短い時

間、小さな負担で、より熟慮された意見を捕まえ、問題を素描できる利点がある。 

・個々の意見について見ると、参照すべき点がある場合も、ない場合もあるため、目

に付いた意見だけを恣意的に取り上げること（チェリーピッキング）は避けるべきで

ある。 

・参加者の意見を単純に足し合わせただけでは得られない、対話全体を通じて構築さ

れる論点の構造に注目し、政策形成や調査研究のための参照情報としてご利用いただ

けると幸甚である。
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対話のモード

目　的

問　題

観察者

対話の場

モード１

モード２ モード３

モード４

外部のアクター

政策担当者や事業者、 

専門家など、 

外部のアクターへ宛てた 

参照情報を生み出す 

ための対話

対話には様々な目的に応じた手法があるが、ここでは対話の場に視座を置き、次の４つのモードとして整理した。本レポートに記載された対話は、主としてモード３の対話を意図

している。 

モード１　相互理解・関係形成　対話によって生まれた成果を、対話の場で分かち合い、参加者間の相互理解、創造的な関係を形成することを目的とする。 

モード２　問題構築・問題解決　対話によって、問題を構築し、解決に必要なリソースを持ち寄って、自律的な問題の解決を目指す。 

モード３　参照情報・政策提言　対話によって生まれた成果を、政策担当者、意思決定者など、問題解決に必要なリソースを有する者へ届け、対話の場の外側で問題の解決を図る。 

モード４　教養娯楽・情報発信　対話の場を第三者に対して開き、観察者に教養、娯楽を提供し、情報を共有することを目的とする。

相互理解・関係形成

問題構築・問題解決 参照情報・政策提言

教養娯楽・情報発信
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対話のプログラム

デザイン

１　自己紹介 

２　テーマに関する事前評価（４段階評価（評価できる、どちらかというと評価でき

る、どちらかというと評価できない、評価できない）と理由） 

３　チャットワークと対話 

　テーマに関する以下の点をチャットボックスに３つ記載した後、順番に発表し、全

体で対話する。 

３－１　よいと思う点 

３－２　よくないと思う点 

３－３　よくわからない点（疑問点） 

４　インターネット調査 

　一人１つの調査項目を選定し、30分間、個別にインターネット調査を実施する。 

５　調査結果の共有と対話 

６　テーマに関する事後評価（方法は、事前評価と同様。） 

７　対話を踏まえた追加ワーク 

 ＊詳細は、付属資料参照。

聴くことと話すこと

を丁寧に切り分け、

それを積み重ねる 

ことで協働的に問題

の構築を図る
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新型コロナウイルス

感染症をめぐる 

行政の対応について

イベントの概要

概　要

・イベントの概要 

　日時　2022年10月29日土曜日　13時30分～16時30分 

　主催　科学コミュニケーション研究所（さくり） 

　実施者　田原敬一郎（さくり）、白根純人（さくり） 

　目的　対話を通じて、新型コロナウイルス感染症をめぐる行政の対応への 

　　　　期待、懸念、疑問点を明らかにする。 

　参加方法　Zoomミーティング　　　謝金　3600円（税込） 

　参加者　一般市民（公募）　7名 

　参加者の属性
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年代 居住地 職業 性別

２０代 福岡県 派遣社員 女性

２０代 大阪府 ITエンジニア 男性

３０代 東京都 会社員 男性

３０代 埼玉県 品質管理 女性

４０代 茨城県 看護職 女性

５０代 茨城県 アルバイト 女性

５０代 山口県 病院職員 男性



対話前の評価 対話後の評価

　　１　評価できる １　人 0　人

　　２　どちらかというと 

　　　　評価できる
３　人 2　人

　　３　どちらかというと 

　　　　評価できない
１　人 4　人

　　４　評価できない ２　人 １　人

対話前後の変化 １→３　１人　、　２→３　２人　、　３→２　１人　、４→３　１人

ポジティブな評価の理由

・ワクチンを無料で打てる。 

・ある程度のコロナ対策《感染対策》ができているから。 

・できる範囲のことはできていると思う。 

・感染者が増え続けたときは制限しますが、少し緩むとまた解除となるため。

・高齢者が多い割には死者数がそこまでではない点は評価できる。 

・前例がないパンデミックに国民全員に完璧な対応をするのは不可能。ただ長引い

ていることだけが懸念です。

ネガティブな評価の理由

・対応がおそい。 

・完璧とは言い難い。 

・ワクチン等の接種が無料なのはいいが、かなり待たされてしまったため。 

・旅行支援より消費税やさまざまな物価を下げることのほうが大切だと思うから。

・全体的に支援の幅が狭い。 

・早めの対応ができていないから。 

・コロナで孤立した人が多いから。 

・やはり経済面で問題があると思った。物価や消費税を改めて見直してほしい。 

・対策の見直しが必要だと思ったから。 

・いろいろとやっていても、時間が解決するように感じる。 

・皆さんのご意見をうかがい、いろいろ評価できないことがやはり多い。

１　新型コロナウイルス感染症をめぐる行政の対応への評価

7※ 意味がわかりにくいところには補足を《　》内に入れました。また文章を整理しています。原文はチャットの記録でご確認ください。



論　点 よいと思う点 よくないと思う点 よくわからない点（疑問点）

今後の見通し ・ある程度今おさまったから。
・《国が》何をしたいのかよくわからない。 

・コロナと今後どう共存していくのか。

情報共有 ・サポートの告知不足
・さまざまな支援があると思うが、どういう支援があ

るか積極的に呼びかけていない。

自粛要請
・少し感染者が減少すると、全体で解除が早い。 

・自粛期間はあまり意味がなかった。
・夜のお店関連の営業時間短縮・休業要請の除外。

ワクチン

・《ワクチンが》無料。 

・ワクチンが無料。 

・ワクチン《が無料》。 

・ワクチン接種が無料。 

・無料のワクチン接種活動。 

・ワクチン接種の予約サポートがしっかりしている。 

・ドライブスルーで行えるワクチンの集団接種。 

・ワクチン接種への呼びかけが積極的なところ。 

・ワクチン接種の早い対応。

・ワクチン予約が取りにくいことが今もある。

・医療従事者の中でもワクチンについて意見が割れて

いるところ。 

・コロナのワクチン接種が終わってない方もいるの

で、その人たちへの説明（オミクロの接種対応もきち

んと説明してほしい。病院に聞かれても《困る》って

感じ）。

感染者対応

・陽性者が出たときの対応。 

・行政がある程度サポートしてくれる。 

・感染者の隔離。 

・ビジネスホテル借り上げによる陽性者の隔離の対応。 

・陽性者対応ホテル。

・重症者の受け入れ先が少ない。 

・コロナ陽性者の対応の遅さ。

マスク・消毒液 ・マスクや消毒液といった供給が安定しているところ。

２　新型コロナウイルス感染症をめぐる行政の対応についての市民的論点 1 / 2

8※ 意味がわかりにくいところには補足を《　》内に入れました。また文章を整理しています。原文はチャットの記録でご確認ください。
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論　点 よいと思う点 よくないと思う点 よくわからない点（疑問点）

リモートワーク
・リモートを推進しているのに国会の会議などがリモートで

はない。

経済支援 ・給付金がある。

・生活困窮者の対策が不信。 

・貧困家庭への対応の遅さ。 

・医療従事者や失業者に対しての支援が充分ではない。 

・飲食店や医療従事者の方への対応。 

・休業補償を受け取るまでの時間と手間がかかる。 

・無駄な税金を使うこと《支援金によって税金が上がり国民

が苦しむ》。

・高齢者の行き場のない人、頼る人のない人への行政

の対応。 

・生活困窮者が増えている対応がイマイチ見えない。 

・学生の支援。 

・給付金の給付の線引き。 

・支援などがいつまであるか。 

・外国人留学生や観光客への支援に積極的なところ

《日本人の支援が先ではないか》。

経済対策

・支援の方向が少しずれている《物価対策や消費税減税など

に力を入れるべきではないか》 

・物価単価や消費税を下げることより支援を優先している。 
・円安の対策をしない。

GoToトラベル

・GOTOトラベル実施における地方創生と経済の活性

化。 

・キャンペーンなどがある。

・GO TOトラベル《感染者が増えるのではないか》。

国と自治体 ・《国が》判断をそれぞれの県に任せるところ。

国際連携
・《対応がうまくいった》他の国のやり方を手本にしようと

しない。

・他の国がどういう対応《感染対策や経済対策など》

をとっているのか。

行政事務 ・市役所の対面での受付人数の適正人数。

総論

・行政の知識不足。 

・全体的に開始が遅い 

・何事にも遅い。 

・対応が遅い。

２　新型コロナウイルス感染症をめぐる行政の対応についての市民的論点 2 / 2

※ 意味がわかりにくいところには補足を《　》内に入れました。また文章を整理しています。原文はチャットの記録でご確認ください。
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対応 これからやってほしいこと これからやってほしくないこと

感染対策
・早めの判断。 

・個人の免疫力を上げるためのラジオ体操等の運動習慣ができる催事の実施。

ワクチン

・《ワクチンを接種しているのだから》コロナ濃厚接触者という枠をなくす《仕事への影響

が出なくなるので》。 

・ワクチン接種《の予約》を簡単にしてほしい。

感染者対応 ・感染者対応できる病院をもっと増やす。

自粛要請
・長すぎる自粛を設けること。 

・商業施設の休業・時間短縮営業。

移動
・県をまたぐ移動の規制。 

・GOTOトラベルの中断・中止。

マスク ・マスク着用の強制化。 ・大幅なマスク義務化撤廃《駅などの密集場所ではマスク着用を続けるべき》。

リモートワーク ・オンライン《リモートワーク》推進をやめる《このまま推進してほしい》。

経済支援

・独身貧困層への支援。 

・現役労働者世帯への支援。 

・複雑な手続きがなく、誰もが公平に支援されること。 

・管轄内の商店街や飲食店などで利用できるキャッシュレスクーポンの配布。 

・クーポンやポイントではなく現金の支援。

・不必要な支援のばらまき。 

・非正規労働者の扱いを悪くすること。 

・支援金などの告知なしの打ち切り。

物価 ・電気代とかの値下げ。

・年金の値下げ。 

・電気・ガス代の値上げ。 

・インフラ、保険料の値上げ。 

・物価の値上げ。 

・これ以上の物価の値上げ。 

・物価の値上げ。

生活水準 ・生活水準を上げてほしい。

貧富の差 ・貧富の差の対策。

税金
・税務署の赤字対策《還付金が多くなるので》。 

・インボイス制度の廃止。

・税金の値上げ。 

・税金の無駄遣い。

3　これからの行政の対応でやってほしいこと・やってほしくないこと

※ 意味がわかりにくいところには補足を《　》内に入れました。また文章を整理しています。原文はチャットの記録でご確認ください。



調査項目 調査結果の概要 出典・参考情報 評価

諸外国《感染者数の多い国》のコロナ対策に

ついて

感染者数の多い国として米国とフランスのコロナ対策について明らかにし

た。

民間の海外旅行者向け情報サイトやNHK

の特設サイトの記事、日本貿易振興機構

（ジェトロ）のウェブサイトのページ

公的機関、民間、公共放送のウェブサイト

の記事から、おおむね妥当な調査結果を得

ている。

他の国《感染者数の少ない国》のコロナの対

応について

台湾、マレーシア、香港、タイ、中国、韓国における新型コロナ対策

について明らかにした。また、日本も当初は対策が成功した国の水準

に近いことも明らかにした。

民間のシンクタンク（富士通総研）や

NHKのウェブサイト上の記事

報道機関の記事や民間シンクタンクの情報

から、おおむね妥当な調査結果を得てい

る。

コロナのこれからの対応について
新型コロナが季節性インフルエンザのようなものやエンデミックになる可能

性を明らかにした。

民間のビジネスパーソン向けウェブサイ

トの記事、日本経済新聞のウェブサイト

の記事

報道機関の記事や民間のウェブサイト記事

から求める情報を探したが、得られた結果

は限定的だった。

今後の国民への支援について 困窮者への支援策にかかわる情報源を部分的に明らかにした。 内閣官房のウェブサイト上の記事
政府の情報から求める情報を探したが、得

られた結果は限定的だった。

高齢者の生活困窮者対策について
生活保護に関する情報にアクセスしたが、高齢者に対する具体的な生

活困窮者対策について明らかにできなかった。
不明

生活保護に関するウェブサイトの記事から

情報を探したが、得られた結果はなかっ

た。

特別会計の明朗性について
コロナ対策の関連事業にかかわる特別会計の明朗性について、その一面を明

らかにした。
日本経済新聞のウェブサイト上の記事

一社の報道機関の記事から求める情報を探

したが、得られた結果は限定的だった。

コロナと円安の関係について
新型コロナが社会に影響を及ぼす中、現在の円安がもたらす影響について、

部分的に明らかにした。

東京都のウェブサイト上の記事、全国商

工新聞のウェブサイトの記事

中小業者団体新聞の記事や地方自体の記事

から求める情報を探したが、得られた結果

は限定的だった。

インターネット調査の結果 （概要）
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資　料
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科学コミュニケーション研究所 

さくり

対話型市民調査

2022年10月29日

さくり

新型コロナウイルス感染症をめぐる

行政の対応について



ファシリテーション

田原敬一郎（さくり）

ディレクション

白根　純人（さくり）

スタッフ

さくり

オペレオーション



・イベント名　対話型市民調査 

・テーマ　新型コロナウイルス感染症をめぐる行政の対応について 

・主催　科学コミュニケーション研究所　さくり 

・目的　対話を通じて、テーマに関する問題の構造を明らかにする。 

・方法　チャットを用いながら、評価できるところ、できないとこ 

　　　　ろ、疑問点を話し合い、テーマを一つずつ選んでインター 

　　　　ネット調査を行う。 

・参加者　一般市民（知識、経験不問）　8名程度（公募、紹介） 

・参加方法　Zoomミーティング 

・謝金　3600円（税込）　翌月10日指定口座に振込 

・対話結果の利用方法 

　１　対話結果は、参加者個人が特定できる情報を一切除外して報 

　　　告書としてまとめ、一般に公開します。　 

　２　映像、音声、文字起こしなどの記録は、科学コミュニケー 

　　　ション研究所の関係者（守秘義務を負う者）を除いて開示し　　　　 

　　　ません。 

　３　参加者は、対話の内容、とくに他の参加者の個人情報に関わる 

　　　ことについて、口頭、SNSを含め、第三者へ開示することはで 

　　　きません。（イベントの概要、参加した事実は、除く。）

対話の概要

さくり



全体の流れ

・スタッフの紹介 

・調査の概要 

・全体の流れ 

・Zoomの操作方法 

・テクニカル・サポート 

・注意事項 

・対話のルール 

・自己紹介 

・情報提供 

・対話

全体の流れ

さくり



Zoomの操作方法

ユーザーが操作する機能 

１　オーディオ 

２　ビデオ 

３　チャット 

その他の操作は、画面に表示される

メッセージに従ってください。

Zoomの操作方法

さくり



パソコンの場合　「チャット」の開き方

１　操作パネルに「チャット」メニューが表示されている例

２　操作パネルに「チャット」メニューが表示されていない例



パソコンの場合　全員宛メッセージの送り方

ソクラテス

プラトン

汝自身を知れ



スマートフォンの場合　「チャットの開き方」



スマートフォンの場合　全員宛メッセージの送り方

バカボン
これでいいのだ 



Zoomの技術的な支援が必要な場合は、 

さくりZoomサポート 

zoom@scri.co.jp 

までご連絡ください。

システムトラブルにより、Zoomの回線が切断され

てしまった場合、画面がフリーズしてしまった場合

は、ログインし直してください。 

万が一システムが復旧しない場合は、次のサイト

で、対応方法についてご連絡いたします。 

さくりホームページ 

www.scri.co.jp

テクニカルサポート

さくり



・マイクやカメラを通じて、プライベートな情報が共有さ 

　れないようにご注意ください。 

・飲食やキーボードに入力、来客など、止むを得ず雑音が 

　生じる場合は、マイクをミュートにしてください。 

・このワークショップの映像、音声、チャットの記録は、 

　主催者によって記録されます。 

・チャットは一度送信すると削除できません。送信前に内 

　容をよくご確認ください。 

・ワークショップの進行、内容に関することは、ファシリ 

　テーターに質問するか、チャットで質問してください。

注意事項

さくり



対話のルール

・一人ひとりの考え、想いを大切にする。 

・おたがいの違いや多様性から学び合う。 

・全員が話せるチャンスをつくる。 

・いつも考えていることにとどまらず、 

　その場で感じたこと、 

　話し合いの中で生まれたアイデアを大切にする。 

・フラットな関係で話し合うために、 

　おたがいを「さん」づけで呼ぶ。

対話のルール

さくり



自己紹介

ファシリテーターに指名されたら、 

１　おなまえ 

２　お住まい、おしごと（話せる範囲で） 

３　ひょんなことからハロウィンパーティーに出席し 

　　て仮装しなければならなくなったとしたら、どん 

　　な衣装を身につけますか？ 

を３０秒以内にお話しください。 

お話が終わったら、親しみを込めて拍手しましょう。

自己紹介

さくり



自己紹介

プログラム

さくり

アンケート 

ワーク１　よいと思う点 

ワーク２　よくないと思う点 

ワーク３　よくわからない点（疑問点） 

ワーク４　調査テーマの選定 

ワーク５　インターネット調査 

ワーク６　調査結果の共有 

アンケート



自己紹介

新型コロナウイルス感染症をめぐる行政の対応について、

現在の知識と直感を頼りに、次の選択肢の中からご自身の

お考えに近いものを選び、チャットボックスに番号とそれ

を選んだ理由を入力して下さい。 

１　評価できる 

２　どちらかというと評価できる 

３　どちらかというと評価できない 

４　評価できない 

記入例　１　・・・・・だから。

アンケート

さくり

＃チャットボックスでの改行　Windows：Shift + Enter　／　Mac：Control + Return

記入時間 

３min



アンケート

新型コロナウイルス感染症をめぐる行政の対応について、 

よいと思う点はどこですか？ 

あなた自身のことでも、周りで言われていることでも構い

ません。 

３つ以上チャットボックスに記入してください。

＃チャットボックスでの改行　Windows：Shift + Enter　／　Mac：Control + Return

ワーク１ 

よいと思う点はどこですか？

さくり

記入時間 

３min



アンケート

＃チャットボックスでの改行　Windows：Shift + Enter　／　Mac：Control + Return

ワーク２ 

よくないと思う点はどこですか？

さくり

新型コロナウイルス感染症をめぐる行政の対応について、 

よくないと思う点はどこですか？ 

あなた自身のことでも、周りで言われていることでも構い

ません。 

３つ以上チャットボックスに記入してください。 記入時間 

３min



アンケート

新型コロナウイルス感染症をめぐる行政の対応について、 

よくわからない点（疑問点）はどこですか？ 

あなた自身のことでも、周りで言われていることでも構い

ません。 

３つ以上チャットボックスに記入してください。

＃チャットボックスでの改行　Windows：Shift + Enter　／　Mac：Control + Return

ワーク３ 

よくわからない点（疑問点）は 

どこですか？

さくり

記入時間 

３min



アンケート

これからインターネットを使った調査を行います。 

いまの話し合いを踏まえて、 

自分が調べたいと思った疑問点を、ひとつだけ、 

チャットボックスに記入してください。 

（注意） 

・調査時間は、休憩を含めて３０分間です。 

・３回程度、検索してまとめられる分量が目安です。 

・検索キーワードが思い浮かぶくらい具体的に 

　お書きください。

＃チャットボックスでの改行　Windows：Shift + Enter　／　Mac：Control + Return

ワーク４ 

調査テーマの選択

さくり

記入時間 

３min



アンケート

これから、ご自身が選んだ調査テーマについて、インターネッ

トで調査します。 

・調査結果のまとめ 

　パソコンの方　 Wordなどのワープロソフト 

　スマホ・タブレットの方　メモ帳などの文字が入力できる 

　アプリ、またはお手元の紙 

　※調査後、おひとりずつ発表いただき、イベント終了後に、 

　　ファイルや手書きのメモ（写真）をお送りいただきます。 

・記載の方法 

　箇条書きで良い。コピペでなく、自分の言葉で。 

　情報源（URLやサイト名、文書名など）をできるだけ書く。

ワーク５ 

インターネット調査

さくり

調査時間 

３０min



アンケート
調査したことを、順番に発表します。 

ひとりの発表が終わったら、ねぎらいを込めて拍手

しましょう。

ワーク６ 

調査結果の共有

さくり

一人当たりの 

発表時間 

２min



アンケート

＃チャットボックスでの改行　Windows：Shift + Enter　／　Mac：Control + Return

ワーク７ 

やって欲しいこと 

はなんですか？

さくり

新型コロナウイルス感染症をめぐる行政の対応について、 

これからやって欲しいことはなんですか？ 

あなた自身のことでも、周りで言われていることでも構い

ません。 

３つ以上チャットボックスに記入してください。 記入時間 

３min



アンケート

＃チャットボックスでの改行　Windows：Shift + Enter　／　Mac：Control + Return

ワーク８ 

やって欲しくないこと 

はなんですか？

さくり

新型コロナウイルス感染症をめぐる行政の対応について、 

これからやって欲しくないことはなんですか？ 

あなた自身のことでも、周りで言われていることでも構い

ません。 

３つ以上チャットボックスに記入してください。 記入時間 

３min



自己紹介

新型コロナウイルス感染症をめぐる行政の対応につい

て、対話と調査の結果を踏まえて、次の選択肢の中から

ご自身のお考えに近いものを選び、チャットボックスに

番号とそれを選んだ理由を入力して下さい。 

１　評価できる 

２　どちらかというと評価できる 

３　どちらかというと評価できない 

４　評価できない 

記入例　１　・・・・・だから。

アンケート

さくり

＃チャットボックスでの改行　Windows：Shift + Enter　／　Mac：Control + Return

記入時間 

３min



１　インターネット調査の結果は、本日中に、メール 

　　で提出してください。 

　　宛先　さくり　対話ラボラトリ　 

　　　　　zoom@scri.co.jp 

２　お送りするURLを開いて、本日の調査に関する 

　　アンケートにご回答ください。 

３　本日初めて参加された方は、あわせて、 

　　振込先の情報を登録してください。

事務連絡

さくり



ありがとうございました

手を振ってお別れ

適宜、ご退出ください

さくり

つぎの一歩をごいっしょに。


